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立神峡だより
立神峡のポスタ－完成

【お問い合わせ先】立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

▲立神峡のポスターが完成しました

▲リニューアル前

▲安全に川遊びを楽しんでください

▲リニューアルしてきれいになった里地屋敷

　立神峡は県南の素晴らしい観光地でありますが、今までは宣

伝のためのポスタ－がありませんでした。そこで、もっと多く

の人に立神峡を知ってもらおうと企画し、立神峡の素晴らしい

景観と四季折々の写真を織り交ぜたポスタ－を作成しました。

ポスターの大きさはＡ１サイズでＡ３の４倍とかなり大きいも

のです。

　また、チラシやパンフレットも併せて増刷し、公共施設など

に配布するよう準備を進めています。ご希望される人は、是非、

お問い合わせください。

　皆さんで、もっともっと立神峡を宣伝しましょう。

夏本番を迎えた立神峡
　長かった梅雨もやっと明け夏本番が始まりました。

ここ立神峡は、親子連れの観光客で連日賑わいを見せ

ています。夏の暑さを避け川遊びするには、もってこ

いの場所が立神峡です。

　しかし、昨年の熊本地震と連日の大雨により川底は

日々変化しており十分な注意と準備が必要です。子ど

もを遊ばせるには、立神地区にある第一駐車場下が川

底が浅く、安心して子どもたちと触れ合うことができ

るのでお勧めです。

　川遊びを計画しているなら是非、立神地区に来て夏の涼をお楽しみください。

里地屋敷がリニューアルしました

　立神峡公園内にある「里地屋敷」は、昭和30年代をイメ

－ジした古民家風の建物で、大きな五右衛門風呂が人気の宿

泊施設です。建設されてから長い間、風雨にさらされて外観

がかなり傷んでいたので、今回シックな黒で塗装を施しまし

た。「ログハウス信」の塗装に引き続き、里地屋敷も見事に新

築当時の姿に甦り、宿泊客にもますます人気が出そうです。

　秋には小学校6年生の宿泊通学体験授業も計画されてお

り、きれいになった里地屋敷で子どもたちの歓声が里山に響

き渡りそうです。
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